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[Self Introduction]

Fumi Yamamoto
Designer / Illustrator / Ph.D student at Kyoto City University of Arts

I'm a professional designer and an illustrator, I usually work on visual design field, Using Art drawing skills 
for editorials, web, advertisments, character design and piture books by hand and computerwork.

Back in 2014, a friend of mine asked me to make a picture book based on a folktale "Hoshisuna-no 
Hanashi" of Taketomi island. I found it a very beautiful story and started making a multi-lingual picture 
book. As I learn more about it, I started thinking about creating a series of such multi-lingual picture 
books based on various folktales.

Around this time I met Masa and other project members. We realized that our interests overlap a lot so 
decided to work together. In addition to the artworks, I mainly take care of the visual communication 
design of the language materials we create; e.g. how we can make them accessible/usable for non-
researchers. I also do some exhibitions of the language materials produced in the project.

I am in my first year for my Ph.D. program, My dissertation topic is  "visual communication design for 
language revitalization".
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Our team members for Language Revitalization
In our project, We have been creating local language materials in collaboration among 
language community members, linguists, designers, and illustrators/artists.

Linguists Designers
Illustrators

Artists

＋ ＋
Community members
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Why do we collaborate?
Collaboration work is a way to return the linguistic data back to the language community.
Many of the language contents/materials we are creating are something
that the "users" actually use for some purposes, such as learning the local language.

Linguistic data for 
researchers

Contents for "users"

→
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Language 
Communication

Visual 
Communication

2 ways of communications, 2 points of view 
We design the language materials with visual elements like illustrations so that they
are accessible and stimulating for the community members. 

＋
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User-friendly contents designed by professional 
designers
You need to know how to make things accessible/usable for people.

Universal Design
 (Layout, fonts, materials, 
   size...etc)

m
ま例：

m
み

上平川地区

沖永良部島

1 ことばの音：仮名は子音と母音に分解できる

1.1 母音：舌の位置と下あごの高さ（口の開き具合）

沖永良部島について

1.2 子音：調音点と調音方法

2 ことばの音の見つけ方：ミニマルペア（最小対）

3 ひらがな表記法

破裂音
調音点で息の流れを

完全に止めてから開放する

無声
声帯を振動させない

両唇音
両方の唇

調音点（使う器官）
調音方法（息の流れの妨げ方）

p
sampo さんぽ ”ウズラ” hate はて “畑” tɕibuɾu ちぶる “頭”

aisatsu あいさつ “挨拶”
kusa くさ “草”

tɕibuɾu ちぶる “頭” tida てぃだ “太陽” ɕigutu しぐとぅ “仕事”

ɸui ふい “声” suba すば “そば（傍、側）” ɕii しー “縁（へり）”
çuu ひゅー “今日”

uɾizummaami 
うりずんまーみ “うりずん豆”

uʑuɾu うじゅる “野菜”

hate はて “畑”

mandi 
まんでぃ “たくさん”

nama なま “今”

m'aa  ‘まー “そこ”

wanu  わぬ “私”

n'aatɕa
‘なーちゃ “明日”

tɕiɾa  ちら “顔”

jiŋga いん゙が “男”ɕiɾaɲa
しらにゃ “しないと”

jukwa  ゆくゎ “良い”

w'aa  ‘わー “豚” j'uu  ‘ゆー “魚”

naɴ なん “ない”

b

ɸ s

m

m' n'
ɲ'aatuɴ
‘にゃーとぅん “玉城（集落名）”

ɲ'

d g

z

n

ɕ, ç h

ɴ

ʑ

ɲ ŋ

ɾ

w

w'

j

j'

t, ts tɕ k
qoi こい “肥やし”
q

歯茎音
舌先と上の歯の裏

（歯茎）硬口蓋音
舌全体と上顎の硬い部分

軟口蓋音
舌の奥と上顎の柔らかい部分

口蓋垂／声門音
舌の奥とのどちんこ／喉

無声
声帯を振動させない

有声
声帯を振動させる

有声
声帯を振動させる

非喉頭化
声門閉鎖をともなわない

非喉頭化
声門閉鎖をともなわない

喉頭化
声門閉鎖をともなう

喉頭化
声門閉鎖をともなう

摩擦音
調音点で息の流れを
阻害して摩擦をつくる

鼻音
鼻から息が抜ける

弾き音
調音点を一度接触させて離す

接近音
調音点を接近させつつ
母音に似た音を出す

制作：てぃんがまシリーズ絵本制作プロジェクト
発行：言語復興の港　発行日2016年 3月16日

a i u e o

a i u e o

ka ki ku ke ko

kja kji kju kje kjo

ga gi gu ge go

gja gji gju gje gjo

sa si su se so

ɕa ɕi ɕu ɕe ɕo

za zi zu ze zo

ʑa ʑi ʑu ʑe ʑo

ta ti tu te to

tja tji tju tje tjo

da di du de do

dja dji dju dje djo

tsa tsi tsu tse tso

tɕa tɕi tɕu tɕe tɕo

na ni nu ne no

ɲa ɲi ɲu ɲe ɲo

n'a n'i n'u n'e n'o

ɲ'a ɲ'i ɲ'u ɲ'e ɲ'o
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ʑ
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a i u e o

ha hi  hu he ho

ça çi çu çe ço

pa pi pu pe po

pja pji pju pje pjo

ba bi bu be bo

bja bji bju bje bjo

ma mi mu me mo

mja mji mju mje mjo

m'a m'i m'u m'e m'o

m'ja m'ji m'ju m'je m'jo

ja ji ju je jo

j'a j'i j'u j'e j'o

ɾa ɾi ɾu ɾe ɾo

ɾja ɾji ɾju ɾje ɾje

wa wi wu we we

w'a w'i w'u w'e w'o

kwa m~n~ŋ~ɴ VV CC
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（1） a. j  uu ゆー “湯”
 b. j' uu ‘ゆー “魚”

jと j' が存在する !

（2） a. m aa まー “ここ”
 b. m' aa ‘まー “そこ”

mとm' が存在する !

（3） a. n  aa なー “名前”
 b. n' aa ‘なー “もう”

nとn' が存在する !

（4） a. w  anu わぬ “私”
 b.  w' aa ‘わー “豚”

wとw' が存在する !

（5）  j ii い ー゙ “柄”
    ii いー “胃”

j が存在する !

（6） w utu をぅとぅ “夫”
    utu うとぅ “弟・妹”

wが存在する !

（7） ha g i はぎ “足”
 ha ʑ i はじ “風”

gと ʑ が存在する !

（8） sat u さとぅ “里”
 sat a さた “砂糖”

uとaが存在する !

ɸa ɸi ɸu ɸe ɸo
ɸ

ɸja ɸji ɸju ɸje ɸjo
ɸj

 以下のような単語のペア<w1, w2>が存在すれば、音素p1, p2が存在することが示される。 
 w1 発音：...x1p1y1... 意味：m1

 w2 発音：...x2p2y2... 意味：m2

 x1, x2, y1, y2は任意の母音・子音・語頭か語末の無音、p1 2, m1 2 , x1=x2 , y1=y2 

ことばの解説
その１

口を大きく開けて
（下あごを低くして）
作る母音

口を狭く開けて
（下あごを高くして）
作る母音

a

i

両唇をつけてから離し、
鼻からも息を出して
作る子音 あ い う え お

か き く け こ

きゃ きゅ きょ

が ぎ ぐ げ ご

ぎゃ ぎゅ ぎょ

さ すぃ す せ そ

しゃ し しゅ しぇ しょ

ざ ずぃ ず ぜ ぞ

じゃ じ じゅ じぇ じょ

た てぃ とぅ て と

てゃ てゅ てょ

だ でぃ どぅ で ど

でゃ でゅ でょ

つぁ つぃ つ つぇ

ちぇ

つぉ

ちゃ ち ちゅ ちょ

な ぬ

に

ね の

にゃ

‘に

にゅ にょ

‘な ‘ぬ ‘ね ‘の

‘にゃ ‘にゅ ‘にょ

は へ ほ

ひゃ ひ ひゅ

ほぅ

ひぇ ひょ

ぱ ぴ ぷ ぺ ぽ

ぴゃ ぴゅ ぴょ

ば び ぶ べ ぼ

びゃ びゅ びょ

ま み む め も

みゃ みゅ

‘め

みょ

‘ま ‘み ‘む ‘も

‘みゃ ‘みゅ

いぇ

‘みょ

や い゛ ゆ よ

‘や ‘い゛ ‘ゆ ‘いぇ

れ

‘よ

ら り る ろ

りゃ りゅ

うぃ うぇ

りょ

わ

‘うぃ

をぅ うぉ

‘わ ‘をぅ ‘うぇ ‘うぉ 

くゎ ん ー っ

　ここでは、ことばについて言語学的な解説をします。言語学の知識が無い人
向けに書かれており、専門用語は説明とともに導入しています。少し難しい部
分もあるかもしれませんが、沖永良部のことばを、沖永良部に住む人たちが、自
分たちの手で未来に残し、伝えるために役立つ知識となるはずです。
　自分の集落の方言に合わせて絵本を読むことができるように、各方言が持っ
ている音の特定のしかたと、それを書くためのひらがな表記法の使い方を、
ひょーむにの単語を使って説明します。

沖永良部島（おきのえらぶじま）は、鹿児島県に属する奄美群島
のひとつで、鹿児島市から南へ552km、沖縄本島から北へ約
60kmに位置しています。
沖永良部島島内で話されていることばは、大きく東部方言と西
部方言にわかれ、上平川集落のことばは西部方言にあたります。

　ほとんどの仮名文字は二つの音（子音と母音）を組み合わせた音を表しています。例えば「ま」の文
字は子音mと母音 aの組み合わせを、「み」の文字は同じ子音mと別の母音 iの組み合わせを表し
ています。方言を書くために必要な仮名文字は、その方言が持っている子音と母音がわかれば、正確
に知ることができます。

　子音は、口腔内の動かせる器官（唇・舌・声帯）や、動かせない器官（歯、歯茎、上あご）を、くっつけたり近づけたりすることで、息の流れを妨げて作る音です。
調音点（使う器官）と調音方法（息の流れの妨げ方）の組み合わせで大きく分類され、さらに有声・無声（声帯振動の有無）、喉頭化・非喉頭化（声門（声帯の間）閉鎖の有無）の区別がある子音もあります。
以下の説明では、アルファベット（発音記号）は子音だけを表します。例えば sは「す（su）」の子音部分だけを表し、母音 uを含まないスースーした音です。

　ある言語にある音が存在するかどうかを知るためには、ミニマルペア（最小対：一つの要素以外は
まったく同一のもののペア）を使います。自然科学など広い分野で一般的に使われている概念です

学語言「、が （音声学）」での使われ方をひょーむにの例をあげて説明します。
　（1）a-b, （2）a-b, （3）a-bは、ひょーむにに喉頭化音 j', m', n'と非喉頭化音j, m, nが存在すること
を示すミニマルペアです。例えば（1）aと（1）bは、子音 jとj'が異なるだけで、他の部分はまったく同じ
長母音uuです。そして（1）aは“湯”、（1）bは“魚”という異なる意味解釈を受けます。つまり、ただ一つ
の要素（jとj'）が、異なる意味の解釈（“湯”と“魚”）の要因となっています。このことから、ひょーむにに
はjとj'という子音が、意味を変える言語の音（音素）として存在することが示されます。

　人間のことばの音はほとんどの場合、すぐ隣の音にしか影響を受けないという特徴があります。こ
れを利用し、ターゲットとなる音のすぐ隣の音がまったく同じ音である単語のペアを、ニアミニマルペ
ア（準最小対）として、ミニマルペアと同じように使うことができます。例えば（4）aと（4）bは、語頭の
子音w, w'のすぐ隣の音は、前に無音（語頭、#で表す）、後に母音a（a）があり、この部分はまったく同
じ#_aという環境であるニアミニマルペアです（_はターゲットにしている音が入る）。_の部分は、wとw'
というただ一つの要素だけが異なっており、これらwとw'を音素として認めることができます。

　（5）, （6）はそれぞれ、j, wの有無がただ一つの相違点であるミニマルペアとみなすことができます。ま
たこれまでの例では、ターゲットとする音が語頭にありましたが、 （7）のように語中でも、（8）のように
語末でも、（ニア）ミニマルペアを見つけることができます。

　ことばの音の見つけ方を一般的に表すと、次のように言うことができます。

※有声音・無声音を区別する声帯の振動は、発音するときに喉に手を当てるとわかります。　
※喉頭化音は発音するときに、「おっおー」と発音するときの「っ」の部分の音（声門閉鎖音）が一緒に聞こえる子音です。例えば「maa（まー）“ここ”」は、両唇で止めた息の流れを一気に開放して発音しますが、「m'aa（‘まー）“そこ”」は、両唇をつけつつ、「おっおー」の「っ」の部
分を作るときのように息の流れは声門で止め、声門を開いて息の流れを開放するときに一緒に両唇を離します。
※ts, tɕは破擦音とも呼ばれ、破裂音と摩擦音両方の調音方法で作られます。

　母音は、息の流れをほとんど邪魔せずに作られる、よく聞こえる音です。舌が前後どの位置にあるか、下あごが上下どの位置にあるか（どのくらい口を開けるか）で分類します。 ふゎ ふぃ ふ ふぇ ふぉ

ふゃ ふゅ ふょ
eまえ うしろi a oまえ うしろ まえ うしろ まえ うしろ まえ うしろu

※灰色の文字：語例未確認、存在しないというわけではありません。
※空欄：他の琉球語でも未確認 ）版出おしろく』方き書のばとこの球琉『 .6102 .史晋川小：照参（ 。
※「‘ま」など「‘」の付いた文字の子音は、喉頭化音です（1.2 子音表下の説明参照）。ひょーむにでは o の前の k は必ずq（kの調音
点（軟口蓋）より喉奥の方を使って作る音）として発音され、他の環境では qが現れないため、qoを「こ(ko)」としています。

沖永良部島

与論島

徳之島

奄美大島
喜界島

鹿児島市

伊平屋島
伊是名島

伊江島

沖縄島

硫黄鳥島

和泊町

知名町

Readability

Visibility
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Good points of collaborating with Visual design:
Telling language and culture by well designed visual images

Intuitive
understanding
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Stimulate the community members:
To get interested in the local language and culture, to learn it, and to 
give feedback to the design

Feedback

UsersProject team

Creating
contents
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Our contents from ongoing projects



Port Language Revitalization Linguists, community members, and designers: Why do we collaborate for language revitalization?

Multi-lingual picturebook package of Yonaguni island
"Dirabudi" (Story created by a community member based on a traditional song)

よなぐにご えほん

作話・與那覇悦子

絵・山本 史本体価格0000円

Audio Files

Linguistic
Explanation
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Multi-lingual picturebook package of Taketomi island
"Hoshisuna-no hanashi" (A Tale of Star-shaped Sands) 

Audio Files

Linguistic
Explanation
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Multi-lingual picturebook package of Tarama island
"Kannamaru Kuuruku" 

Audio Files

Linguistic
Explanation
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Multi-lingual picturebook package of Okinoerabu island
"Masyu issyu-nu kure"  (Destiny assigned by salt)

Audio Files

Linguistic
Explanation
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Language Educational Products
"Dunanmunui badges, magnets, postcards"  ( Yonaguni island, 2016~)
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Picture books exhibition " A long long holiday"
( Dirabudi, Hoshisuna no Hanashi, Kannamaru Kuruku, at Nipponmaru Gallery, 2018 )
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"Make you own picture book"  Workshop
 ( Uchijiro Elementary School,  2016 / Shirayuri Nursery School, 2017, Okinoerabu island ) 
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A portal website "Shima no kotoba Shima karano kotoba"
( Words of Islands, words from islands ) 

A portal site where language community 
members can post articles written in their 
language (made possible by Shima-Gothic/
Mincho webfonts).
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Summery:

•	Why do we collaborate?	
	 Collaboration work is a way to return the linguistic data back to the 				  
	 language community.

•	2ways of communications, 2point of view:
	 We design the language materials with visual elements like illustrations so 		
	 that they are accessible and stimulating for the community members. 

•	Good points of collaborating with Visual design:
	 User-friendly contents by professional designers.

•	Stimulate the community members:
	  To get interested in the local language and culture, to learn it, and to give  		
	 feedback to the design.
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みへでぃろ・すでぃがぷー・にーふぁいゆー・ふがらさ•ありがとう • おおきに！


